
 
 
 
 
 
                         

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.22 

つ ち や ま ば し   
土 山 橋  

▼一般図  

▼橋梁諸元  

 土山橋は、第二名神高速道路が土山町で国道1号線を横過する位置に架橋さ

れた7径間連続ＰＣラーメン橋です。 

 本橋は、コンクリート床版内のみに配置される内ケーブルとコンクリート

部材の外側に配置される外ケーブルで構成される内・外ケーブル併用構造が

採用されました。 

 内ケーブルのグラウト充填を確認するために、ケーブル配置は床版内のみ

とするとともに、シースの一部区間に目視確認が可能な透明シースを配置す

るなど、グラウト管理を徹底しています。 

 また、本線の開通まで工事用道路として使用されるため、土砂運搬用の

460kN ダンプトラックの通行を可能とした設計を行っています。 

   工 事 名：第二名神高速道路土山橋上り線（ＰＣ上部工）工事 

   発 注 者：日本道路公団関西支社 

   位  置：滋賀県甲賀郡土山町大字山中８２９－２ 

   道路規格：第 1種 1級Ａ規格 

   形  式：7 径間連続ＰＣラーメン橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：507.0ｍ（41.1+42.5+66.0+2×110.0+86.0+48.6ｍ） 

   有効幅員：16.5ｍ 

   ＰＣ鋼材：内ｹｰﾌﾞﾙ    SWPR7B 12S12.7B (アンダーソン工法) 

        外ｹｰﾌﾞﾙ    SWPR7B 12S15.2B (ディビダーク工法) 

        床版横締め鋼材 SWPR19 1S28.6 (ＳＭ工法) 

        横桁横締め鋼材 SWPR19 1S28.6 (ＳＭ工法) 
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▼工程表  

▼設計概要  

１）内ケーブルのグラウト充填性確認によるＰＣ橋の品質確保を徹底して行っています。 

・内ケーブルは床版内のみの配置とするとともに、シースの一部区間を目視確認が可能な透明シースとし、開

口窓からグラウト充填を確認しています。 

・グラウトの設計、施工から引き渡しまでを一貫として管理するグラウト管理システムを作成し、実施工の管

理を推進しています。 

２）本線の開通まで工事用道路として使用されるため、土砂運搬用の 460kN ダンプトラックの通行を可能とした

設計を行っています。 

・この重ダンプトラックは、積載時 900 kN，輪荷重は最大 300 kN を有しており、本橋を 2年間で 2万台通行す

ることを想定して設計しています。 

・床版の設計においては、同荷重に衝撃等を考慮したのちＦＥＭ解析を用いた設計を行っています。 
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 詳細設計

 準 備 工

上 部 工

橋 面 工

付属物工

片 付 け

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2丁目1番6号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


